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い
ま
す
。
松ま

つ

田だ

元も
と

国く
に

か
ら
13
代
約

２
３
５
年
間
続
き
ま
し
た
が
、
１

５
６
８
年
に
宇う

喜き

多た

直な
お

家い
え

に
玉
松

城
（
金
川
城
）
を
落
と
さ
れ
、
一

族
郎
党
は
讃
岐
（
香
川
県
）
な
ど

各
地
に
離
散
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
全
国
松
田
サ
ミ
ッ
ト
」

開
催
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
、
松

田
氏
姓
に
つ
い
て
『
国
史
大
辞

典
』
の
「
松
田
氏
」
の
項
に
波
多

野
氏
の
一
族
と
言
わ
れ
、
相
模
国

足
上
郡
松
田
郷
（
松
田
町
）
を
苗

字
の
地
と
す
る
と
あ
り
ま
す
。
松

田
は
伝
統
の
薫
る
歴
史
を
持
っ
た

町
で
す
。
今
回
の
催
し
は
町
民
の

方
に
町
の
歴
史
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
全
国
か
ら
お
招
き
し
た
子
孫

の
方
と
交
流
を
深
め
る
た
め
に
開

催
い
た
し
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

り
で
す
。

　
承
久
の
乱
で
活
躍
し
、
南
北
朝

時
代
は
南
朝
の
後
醍
醐
天
皇
側
と

し
て
戦
い
ま
し
た
。

　
小
田
原
北
条
氏
に
仕
え
破
格
の

待
遇
を
擁
し
、
三
代
氏
康
、
四
代

氏
政
の
筆
頭
家
老
職
を
務
め
た
松ま

つ

田だ

憲の
り

秀ひ
で

（
三
代
前
の
備
前
松
田
氏

よ
り
本
家
・
松
田
へ
）
は
、「
小

田
原
城
落
城
の
原
因
を
作
っ
た
問

題
の
人
」
と
も
言
わ
れ
る
人
物
で

す
が
、
本
講
演
で
は
、
興
味
深
い

史
実
を
紹
介
す
る
予
定
で
す
の
で
、

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
鎌
倉
時
代
の
承
久
の
乱
で
鎌
倉

幕
府
側
と
し
て
働
き
、
そ
の
功
績

で
岡
山
県
の
南
東
部
、
備
前
の
国

に
領
土
を
与
え
ら
れ
、
守
護
職

（
今
で
い
う
県
知
事
）
と
な
っ
て

　

２
月
25
日
（
土
）
26
日
（
日
）
に
、「
全
国
松
田
サ
ミ
ッ
ト 

in 

松
田
町
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

松
田
氏
の
ご
子
孫
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、、
松
田
氏
の
始
ま
り
か

ら
今
に
続
く
歴
史
を
探
る
壮
大
な
歴
史
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

た
松
田
氏
の
歴
史
を
知
る
こ
と
で
、

町
民
の
郷
土
に
対
す
る
関
心
を
高

め
、ま
た
、全
国
に
松
田
町
を
知
っ

て
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
、「
全

国
松
田
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
し
ま

す
。

　
そ
も
そ
も
松
田
氏
と
は
い
つ
か

ら
始
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
平
安
末
期
に
、
現
在
の
松
田
郷

を
治
め
て
い
た
の
は
、
豪
族
波は

多た

野の

氏
で
し
た
。
こ
の
波
多
野
氏
は
、

藤
原
氏
の
子
孫
で
、
初
め
て
歴
史

的
人
物
と
し
て
登
場
す
る
の
が
波は

多た

野の

義よ
し

通み
ち

で
す
。
義
通
の
直
系
の

孫
で
あ
る
波
多
野
有あ

り

経つ
ね

（
常
）
が

源
頼
朝
よ
り
文
治
４（
１
１
８
８
）

年
に
松
田
郷
を
与
え
ら
れ
、
初
め

て
松
田
氏
、「
松
田
有
経
（
常
）」

を
名
乗
り
鎌
倉
殿
御
家
人
と
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
が
松
田
氏
の
始
ま

ツ
探
し
と
祖
先
の
ご
供
養
の
た
め
、

松
田
町
役
場
や
寒
田
神
社
を
訪
れ

る
方
も
こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
に
女
優
の
八や

千ち

草ぐ
さ

薫か
お
るさ
ん
（
本
名　

松ま
つ

田だ

瞳ひ
と
み）
も
来

町
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
当
町

で
は
全
国
の
松
田
さ
ん
の
子
孫
が

一
堂
に
会
し
て
、
地
名
に
由
来
し

　
「
か
つ
て
松
田
町
に
は
松
田
氏

と
い
う
一
族
が
い
て
、
小
田
原
城

で
重
臣
を
務
め
て
い
た
」
と
い
う

こ
と
は
、
多
く
の
町
民
の
方
が
ご

存
知
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
先
祖
は
松
田
な
ど
か
ら
備
前

（
岡
山
県
）、
全
国
へ
と
広
が
っ
て

い
ま
す
が
、「
松
田
」
姓
の
方
の

ル
ー
ツ
は
、
松
田
町
に
あ
る
と
い

う
こ
と
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。

　

実
は
ご
子
孫
の
中
に
は
、
ル
ー

in 

松
田
町

日
（
日
）
に
、「
全
国
松
田
サ
ミ
ッ
ト
in
松
田
町
」

　

松
田
氏
の
ご
子
孫
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、、
松
田
氏
の
始
ま
り
か

日
（
日
）
に
、「
全
国
松
田
サ
ミ
ッ
ト

　

松
田
氏
の
ご
子
孫
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、、
松
田
氏
の
始
ま
り
か

ら
今
に
続
く
歴
史
を
探
る
壮
大
な
歴
史
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日
（
日
）
に
、「
全
国
松
田
サ
ミ
ッ
ト

　

松
田
氏
の
ご
子
孫
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、、
松
田
氏
の
始
ま
り
か

ツ
探
し
と
祖
先
の
ご
供
養
の
た
め
、

松
田
町

in
松
田
町

日
（
日
）
に
、「
全
国
松
田
サ
ミ
ッ
ト

　

松
田
氏
の
ご
子
孫
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、、
松
田
氏
の
始
ま
り
か

日
（
日
）
に
、「
全
国
松
田
サ
ミ
ッ
ト

歴
史
の
中
に
松
田
氏
の
ル
ー
ツ
を
た
ど
る

松
田
サ
ミ
ッ
ト
と
は

文
治
４
年（
１
１
８
８
年
）か

ら
始
ま
る
「
松
田
氏
」
と
は

●全国の「松田さん」●歴史好きの方必見 !

２月 25 日（土）  『講演会と交流会』
町民文化センター　入退場自由
午後 1時開演（開場午後０時 30 分）～５時
１部講演  「松田氏史考」
 （備前）松田氏研究者　松

まつ

田
だ

勝
かつ

徳
のり

さん

２部講演  「備前松田氏の足跡」
 備前松田氏主従の会　玉

たま

松
まつ

会
 　松

まつ

田
だ

充
みつ

弘
ひろ

会長、大
おお

村
むら

祐
よし

章
あき

副会長（写真）

３部講演  「小田原北条氏重臣　松
まつ

田
だ

憲
のり

秀
ひで

について」
 相模松田氏子孫　松

まつ

田
だ

邦
くに

義
よし

さん

交流会  講演者、子孫の方々と参加者の交流会

２月 26 日（日）  『松田氏ゆかりの地めぐり』
午前８時 45 分～午後４時
要事前申込・参加 3,000 円（昼食代含む）

【主催・問い合わせ】全国松田サミット実行委員会・松田町・
松田町教育委員会　☎（83）7021
町公式サイト
http://town.matsuda.kanagawa.jp/soshiki/12/matsudasamitto.html

相
模
松
田
氏
と
は

備
前
松
田
氏
と
は

〜
結
び
に
〜

備前松田氏家紋

●ハガキに「まつだマイスター検定受験希望」と書き、住所 ･氏
名 ･年齢 ･電話番号を明記の上、次の宛先へご送付ください。 
また、町公式サイトからも応募できます。 
〒258-8585 松田町役場政策推進課　「おもてなし担当」 まで
※受験者には締切日以降に受験票を送付します
※受験者数によっては、 受験会場が変わることがあります

【問い合わせ】政策推進課　経営戦略係　☎（83）1222

【お申し込み方法】
お申し込み
２月９日（木） 必着

　いよいよ、 ２月19日（日）に町役場にて「第１回まつだマイス
ター検定」を実施します。「まつだマイスター検定」とは、町の歴史・
文化・観光などの知識を選択式や記述式の問題に答えて競うもの
で、検定をきっかけに町の魅力を再発見し、町への愛着や誇りを
育んでいただくことを目的としています。
　高得点を獲得した方は「おもてなしマイスター」として認定し、
特製ポロシャツを進呈します。

　

１
月
14
日
か
ら
寄
ロ
ウ
バ
イ
ま
つ
り
が
、
２
月
11
日

か
ら
は
ま
つ
だ
桜
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
両
イ
ベ

ン
ト
は
町
の
観
光
事
業
と
し
て
歴
史
を
重
ね
、
現
在
で

は
足
柄
上
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
地
域
活
性
化
事

業
に
成
長
し
て
い
ま
す
。
是
非
と
も
〝
オ
ー
ル
松
田
〞

で
多
く
の
観
光
客
の
方
を
お
迎
え
す
る
と
共
に
、
町
民

の
皆
さ
ま
自
身
も
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
と
さ

ら
に
盛
り
上
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
松
田
町
は
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
課
題
を
解
決
す

る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
各
種
分
野
に
お
い
て
町
民
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
・
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

地
域
経
済
の
景
気
向
上
は
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
ず
、
少
子

高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
が
〝
消
費
力
の
低
下
〞
に
つ

な
が
り
、
地
域
経
済
に
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
町
行
政
を
経
営
し
て
い
く
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
要
因
に
よ
る
税
収
減
が
続
く
中
で
も
〝
必
ず
道
は

開
け
る
〞
事
を
信
じ
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
〝
同
じ
志
〞

を
も
っ
て
こ
の
状
況
か
ら
脱
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

課
題
に
立
ち
向
か
い
、
乗
り
越
え
る
為
に
は
、
町
民
一

丸
と
な
っ
た
〝
突
破
力
〞
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

例
え
ば
有
名
な
毛も

う

利り

元も
と

就な
り

の
「
１
本
で
は
簡
単
に
折

れ
る
矢
も
、
３
本
束
ね
る
と
容
易
に
は
折
れ
な
い
」
と

〝
結
束
の
大
切
さ
〞
を
説
い
た
３
本
の
矢
の
教
え
の
よ

う
に
、
大
き
な
壁
で
あ
っ
て
も
〝
オ
ー
ル
松
田
〞
で
結

束
し
て
挑
め
ば
、
必
ず
克
服
で
き
ま
す
。

　
〝
攻
撃
は
最
大
の
防
御
〞
と
い
う
言
葉
が
あ
る
様
に

〝
壁
は
必
ず
乗
り
越
え
ら
れ
る
と
信
じ
、
結
束
し
て
果

敢
に
挑
戦
し
続
け
る
事
〞
が
今
の
松
田
町
に
必
要
な
事

で
す
。

　

た
だ
こ
の
〝
突
破
力
〞
は
、
何
よ
り
も
〝
経
験
〞
の

上
に
成
り
立
つ
も
の
と
考
え
ま
す
。
私
は
、
本
年
で
48

歳
（
酉
年
生
ま
れ
）
の
年
男
で
あ
り
、
私
だ
け
の
経
験

で
は
〝
突
破
〞
出
来
な
い
壁
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
歴

史
あ
る
松
田
町
の
全
世
代
の
町
民
皆
さ
ま
の
さ
ま
ざ
ま

な
ご
経
験
と
お
力
を
〝
本
山
町
政
〞
に
お
貸
し
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
〝
松
田
町
の
未
来
〞
を
一
緒
に
築
き
、〝
温
故
知
新
〞

の
教
え
〝
松
田
町
の
突
破
力
〞
を
土
台
と
し
て
〝
松
田

創
生
〞
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　「 

突 

破 

力 

! ! 

」

松
田
町
長　

本
山 

博
幸

締め切り間近 !

相模松田氏家紋

まつだマイスター検定
２月19日（日）
午前９時30分 開始

マイスターになって
おもてなし
マイスターになって
おもてなし


